
東北大学 災害復興新生研究機構
原子炉廃止措置基盤研究センター

東京電力HD(株) 福島第一廃炉推進カンパニー

東北大学災害復興新生研究機構と東京電力HD(株)
福島第一廃炉推進カンパニーとの連携協定締結

ならびに共同研究部門の設置について

令和2年3月24日(火)
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＋
東日本大震災からの復興を目的とした連携協定
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『国立大学法人東北大学災害復興新生研究機構』 と 『東京電力
ホールディングス株式会社福島第一廃炉推進カンパニー』との間で
締結。

研究及び人材育成における相互の連携協力を円滑かつ効果的に推
進し、東日本大震災からの復興に寄与することを目的とする。

次に掲げる相互協力を実施する。
1．情報交換
2．共同研究の推進
3．研究設備の相互利用
4．人材交流
5．シンポジウム等の開催
6．その他本協定の目的遂行上必要な事項



東京電力HD㈱
福島第一廃炉
推進カンパニー
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 院生＋教員 実用化

 院生＋教員 個別共研へ格上げ 実用化・
基盤強化

 院生＋教員 終了

＜同時10件程度＞

課題選定（年度上期）
報 告 会（年度末）

（工学系中心に全部局の必要分野から招へい）

協力

人材輩出： 大学･研究機関、
産業界(廃止措置関連分野等）、
官公庁･自治体 等

研究課題に
ﾌﾞﾚｲｸﾀﾞｳﾝ(※)

東北大学 原子炉廃止措置基盤研究センター
（CFReND）

福島第一原子力発電所廃炉支援基盤研究部門
■本部門の狙い
過酷事故を経た福島第一原子力発電所の廃炉完遂のためには、既存技術の組み合わせのみならず、革新
的技術の開発あるいは現象等の原理的解明などが不可欠であり、学術的にも広範な分野での高度な挑戦
が求められている。廃炉事業の実施主体である東京電力と総合大学である東北大学が連携することによっ
て、安全かつ着実な廃炉推進に求められる新規技術開発等に効果的に貢献するとともに、当該分野におけ
る人材育成を目指す。

◆事業運営
センター長、副センター長、既設
部門長を含む事業運営委員会

◆研究実施
採択課題担当教員

◆期待される成果
 福島第一原子力発電所1～4

号機の安全･着実な廃炉推進
に資する新規技術の開発なら
びに新規知見の獲得

 関連分野の若手研究者・技術
者育成の推進

（AA/RA）

（AA/RA）

（AA/RA）

CFReND分室＠
1Fサイト設置

CFReND
福島第一原
子力発電所
廃炉支援基
盤研究部門
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＋

副センター長
（兼）工学研究科教授 前田 匡樹

センター長
（兼）工学研究科教授 渡邉 豊

支援室
室長：（兼）工学研究科特任教授 青木 孝行

※工学部・工学研究科事務部と連携

運営委員会

運営評議委員会

国立大学法人 東北大学

原子炉廃止措置基盤研究センター

東北メディカル・メガバンク機構

電気通信研究機構災害復興新生研究機構

【放射性廃棄物処理･処分技
術研究部門】

部門長：（兼）工学研究科教授 新堀 雄一

（兼）教員5名 工学研究科、
多元物質科学研究所

【廃止措置リスク管理技術研
究部門】

部門長：（兼）工学研究科特任教授 青木 孝行

（兼）教員24名 工学研究科、情報科学研究科、
流体科学研究所、金属材料研究所

原子炉廃止措置基盤研究センター
CFReND : Center for Fundamental Research on Nuclear Decommissioning

2016.12～
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【福島第一原子力発電所廃
炉支援基盤研究部門】
部門長：（兼）工学研究科教授 渡邉 豊

・事業運営委員会
・共同研究実施担当教員



＋
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研究連携ハブとしてのCFReND

文部科学省
JAEA/CLADS *

NDF **

経済産業省

産業界
（電力会社、メーカ、
ゼネコン等）
IRID ***

技術・課題解決提案

ニーズ・資金

東北大学
研究室

東北大学
研究室

東北大学
研究者

海外
研究組織

国内
研究組織

東北大学
他部局

原子炉廃止措置
基盤研究センター

国内
研究組織

良きインタープリターを目指して

*JAEA/CLADS：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
／廃炉国際共同研究センター

**NDF：原子力損害賠償・廃炉等支援機構

***IRID：技術研究組合国際廃炉研究開発機構


